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図書館利用案内を考える

Ｉ．はじめに

「図書館利用案内」（以下、利用案内）は図

書館におけるパンフレット類の代表格であり、

どこの図書館においても制作')、配布されてい

るものである。

日本医学図書館協会の第77次加盟館統計で

は、９３大学図書館のうち出版物として利用案内

を掲載している図書館は38館あった。ｌ館あた

りの制作経費は約19万円、単価は約121円と、

多くの図書館において費用をかけて注力してい

る業務であることがわかる。

東京歯科大学図書館（以下、当館）におい

ても毎年制作していたが、Ａ４判の冊子体で携

帯性に乏しく、その内容も図書館についてすべ

てを羅列したに過ぎず、利用者本位に制作した

とは言い難いものであった。

2007年度の利用案内を制作するにあたり、

その内容について利用者の観点から検討を行っ

た。本稿では当館の事例をもとに、利用案内の

制作におけるポイントを紹介する。当館の事例

が、利用案内を見つめ直すきっかけになれば幸

いである。

Ⅱ．ー般的な利用案内の特徴

一般的に言って、利用案内の内容は、館内

案内図・開館日時．館長挨拶．サービス案内．

分類表・類縁機関案内などとなっているものが

ほとんど2)であるＯしかし、これらの利用案内

には、次のような悪弊3)に陥っているものも少
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なくない。

・ツメコミすぎ

・自己満足的デザイン

・よくばりすぎ

・目的を考えない

・固定概念にしばられる

結果、その図書館がどんな図書館で、何を

考えてどんなことをしているのかが見えなくなっ

てしまう。そして、そのような利用案内は、利

用者が手にとっても利用されないものとなって

しまう。

このように、利用者にとって便利なのか、

そもそも利用者に活用されているのか、疑わし

い利用案内は多い。

原因としては、既に利用案内が存在するあ

まり、その内容についてあらためて検討する機

会がないからだと思われる。そして、最も問題

なのは予算・内容・形態・部数・判型・紙質・

納期・制作方法といった、印刷物を制作する過

程で重要な「企画」がしっかりとなされていな

い点にある。

Ⅲ．一般的な携帯型印刷メディアの特徴

利用案内の企画を立てる前に、商業施設の

フロアガイドや公共サービス機関の広報媒体な

ど、５０種類の携帯型印刷メディアを収集（表1）

し調査を行った。

種類もさまざまで系統化はできないが、以

下のような共通した特徴が見られた。

・シンプルなデザイン

・適切な情報量

・提供するサービスごとに制作



これにより、利用者に必要とする情報やサー

ビスのセールスポイントが明確に伝わるのであ

る。そして、これらの特徴は、既存の利用案内

にはほとんど見られないものである。

このように、配布対象や目的を明確にして、

見た目に分かりやすく、図書館の魅力を訴える

利用案内を制作しなければ意味がない。

種類 計

美術館･博物館等 利用方ｲド･フロアガイド ６

展示カレンダー ９

公共サービス機関 サービスガイド ８

(鉄道会社等） イベントガイド

商業施設 フロアガイド ６

(デパート等） レストランガイド ４

ショップガイド ２

パーキングガイド ３

サービスガイド ２

その他 商品紹介パンフレット ９

表１．収集した携帯型印刷メディア

Ⅳ、状況設定

利用案内の内容を検討するために、対象者

などの状況設定を行った。

1．主な対象者

・学内者（新入生・新入教職員）

・学外利用者（同窓生・医療関係従事者・他

館紹介者）

・見学者

利用案内には、対象者に必要な情報および

アピールすべき情報を簡潔に記載する。また、

利用案内を手にする人の多くは、その図書館が

初めての人である。よって、初めての人にもわ

かりやすく、図書館の魅力を理解してもらえる

ようになっていることが重要である。

2．入手場所

・図書館(もしくはオリエンテーションなど）

で直接入手

・間接的に入手

利用案内を手にするすべての人が来館者と

－１８９－

病院図書館２００７；２７(4)

Iま限らない。来館したことがない人にも図書館

を理解してもらえるよう、図書館の概要や特徴

を記載する。

3．利用案内を必要とする場所

・図書館内よりも図書館外で必要とする場合

が多い

図書館内で必要な情報と図書館外で必要な

情報は異なるが、図書館内で必要な情報であれ

ば館内掲示などで利用者に情報提供を行うこと

は可能である。よって、利用案内には主に館外

で必要とする情報を記載する。

Ｖ・内容

一般的な携帯型印刷メディアの特徴を参考

に、状況設定を踏まえた上で、以下の内容で制

作することとした。

1．対象者が共通して必要な項目を設定する

（１）どんな図書館か？

・図書館概要

(2)図書館を利用するには？

・閲覧

・開館時間

・交通アクセス

・入館方法

・学外者の利用について（一般向け・同窓生

向け）

・図書館Webサイト紹介

(3)図書館の基本的なサービスは？

・貸出

・返却

・延長

・予約

・文献取り寄せ

(4)図書館では何が利用できるのか？

・大判プリンタ

・コピー機

・ネットワークプリンタ

・研究用個室

・パソコン

・ビデオ資料
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図書館を利用する上での基本となる利用案

内を目指し、対象者が共通して必要な項目とし

た。そして、より高度な内容または初歩的な内

容（データベース利用マニュアルなど)、図書

館内のみで必要とする情報（フロアガイドな

ど)、特定の利用者のみに必要な情報（英語版

利用案内など）は、内容を広げ高度化するため

に利用案内には含めず、シリーズ展開にするこ

ととした。

2．ネガティブな要素は排除する

注意事項は図書館として強くアピールした

い項目ではあるが、図書館を利用する上で必ず

しも利用者の必要とする情報ではない（優先順

位は低い)。美術館などの利用案内においても

ほとんど見られない項目であり、注意事項につ

いては別の広報手段を用いてアピールすべきだ

ろう。図書館の方針にもよるが、限られたスペー

スは利用者にとってより必要な情報に割かれる

べきである。

3．情報量を適切にする

利用者が消化不良を起こさないよう、また

携帯型印刷メディアとしての特性を生かせるよ

う、Ａ4版三つ折りの判型および形態を採用す

ることとし、その中に納まる情報量とした。そ

のため、掲載する文章は何度も推敵し、無駄な

余白は作らないようレイアウトを考慮した。

Ⅵ．デザイン

利用案内は図書館で制作する場合が多く、

一般の携帯型印刷メディアと比較した場合、デ

ザインの完成度が高いといえるものはそう多く

ない。

最終的な完成度を高めるにはデザインも含

めて外注を行う方が望ましいが、図書館で制作

するにも外注を行うにも、デザインに関しては

以下にあげるような点に注意する必要があるだ

ろう。また、館内サイン、図書館Webサイト、

ポスターや各種配布物など印刷媒体とのトータ

ルなデザインにも考慮する必要がある。

なお、当館の利用案内は外注を行わず、図

書館で制作することとした。

l・色

色はビジュアル・コミュニケーションを決

定づけるマテリアルのひとつである。東京歯科

大学ではスクールカラーなどのシンポルカラー

が設定されていないため、色の特性4)を踏まえ

た上で、図書館内や図書館Webサイトでの配色

で多く使用されている緑をメインの色として使

用した。また、全体で使用する色のトーンや組

み合わせを考慮し、統一感を持たせた。

なお、緑の特'性には主に次のようなものが

あり、金融系コーポレートカラーとして選ばれ

るケースも少なくない。

・活力・再生を促す

・刺激的な赤の補色であり、鎮静効果を発揮

する

・伝統・信頼・安定感を醸し出す

2．フォント

ー般的な携帯型印刷メディアのフォントサ

イズを参考に、日本の出版・印刷業界で広く使

用されている「新ゴ」フォントを使用した。ス

マートで洗練されたイメージで、タテ・ヨコ組

ともラインや黒みの揃った美しい組みを実現で

きるのが特徴5)である。

3．判型・形態

制作費用や掲載できる情報量、携帯性の観

点からＡ４判の三つ折りとした。判型および形

態については、予算や掲載する情報量から、定

型か不定型か、パンフレットか冊子体かなどを

検討する必要があるだろう。

4．紙質

一般的な携帯型印刷メディアで広く使用さ

れているマットコート紙と上質紙を比較した結

果、上質紙は文字が読みやすい反面、写真の解

像度が下がり多少見にくくなるため、マットコー

ト紙を使用することとした。なお、用紙が違う

だけでも仕上がりの印象は驚くほど変わるた

め、紙質についても比較検討することは重要で

ある。
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Ⅶ、仕様

雌終的な仕様は以下のように決定した。

・判型・形態／A4判三つ折り

・紙質／マットコート紙（王子製紙ニューエ

イジ）

．厚さ／76.5k頁

費用／1,000部72,000円（1部あたり72円）
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1凪まとめ

利用案内は、図書館の体質、サービスの内

容、スタッフの考えすべてが凝縮された、図書

館広報における重要なツールのひとつである｡

もちろん、インターネットが広く普及した現在

においても、図書館Webサイトは利用案内の代

わりにはなり得ない。

また、利用案内の制作は閲覧係やデザイン

の得意な個人に任せられがちな業務ではある

が、利用案内を充実したものにするには、図書

館スタッフ全員が利用案内の重要性を理解し、

全員が利用案内の制作にかかわらなければなら

ない。そして、アピールしたいポイントやサー

ビスを明確にすることが必要である。

そのためには、裏づけとなる充実したサー

ビスを展開することが最も重要6)である。そし

て、費用対効果を意識7)し、図書館側の都合で

制作した利用案内ではなく、利用者の立場に立っ

た利用案内を制作しなければならない。

なお、利用案内を制作する際、他の図書館

の利用案内を収集し比較することはあまり意味

をなさない。基準となるものは他の図書館の利

用案内ではなく、その図書館を利用する利用者

である。もちろん、利用案内は各館によって目

的や重点を置くポイントが異なるため、利用案

内の理想モデルや雛形なども存在しない。

他の図書館の利用案内を収集し比較するの

であれば、その労力を利用者へのサービス向上

に費やし、そのサービスを利用案内へと反映さ

せる努力に費やすべきである。

Ⅸ、今後の課題

従来の利用案内を改善する目的は達成でき

たが、図書館で提供するサービスをより充実さ

せて、利用案内のシリーズ展開を充実させるこ

とは今後の課題である。

図書館を魅力あるものにアピールできるよ

う、利用者の立場に立った利用案内を制作して

いきたい。

本稿は2007年８月25～26日、活水女子大学で開催

された第24回医学情報サービス研究大会長崎大会に

おいて発表した内容に加筆、起稿したものである。
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て－．東京：日本図書館協会；2002.ｐ､140‐

２．
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